
Ⅴ 中山間地域対策（再掲）
(単位:千円)

NO 分類 事 業 名 予 算 額 概 要 部局名

61 重点 中山間地域活性化重 89,000 ○新・島根県中山間地域活性化計画に掲げ 地域振興部

[地域政策課]新規 点施策推進事業 る重点施策に積極的に取り組む市町村へ

の支援

①中山間地域コミュニティ再生重点プロ

ジェクト事業

・集落を越えた新たなコミュニティを中

心として重点施策に積極的に取り組む

市町村を重点プロジェクト地域に指定

し、その取り組みを支援

・駐在職員、中山間地域研究センター客

員研究員による支援

②中山間地域活性化支援事業

・上記の事業以外の市町村の取り組みを

支援

③中山間地域新交通システム支援事業

・新交通システム導入の検討を行う市町

村への支援

・デマンドバスの試験運行を行う市町村

への支援

62 重点 地域貢献型集落営農 60,000 ○担い手空白地域の解消を推進し、農地維 農林水産部

[農業経営課]新規 確保・育成事業 持活動や住民サービス活動など、農業・

農村の維持活性化に取り組む「地域貢献

型集落営農組織」の新規設立及び取組強

化を支援

①地域農業再編支援事業

・県担い手協議会及び地域担い手協議会

による担い手空白地域の解消のための

活動

②地域貢献型集落営農確保・育成事業

・新たな地域貢献型集落営農組織の設立

や、地域貢献型集落営農組織の地域貢

献活動に対する支援

③事業期間：Ｈ２０～２２



(単位:千円)

NO 分類 事 業 名 予 算 額 概 要 部局名

63 島根暮らしＵＩター 45,684 ○ＵＩターンを促進するため、ふるさと島 地域振興部

[地域政策課]ン支援事業 根定住財団、市町村及び関係機関と連携

して支援策を実施

・無料職業紹介事業

・住まいに関する情報提供及び相談業務

・農林業等の基礎講座の開催

・ＵＩターン希望者に対する受け入れ体

制の強化

64 重点 農林水産振興がんば 325,500 ○地域の農林水産業が抱える諸課題の解決 農林水産部

[農畜産振興新規 る地域応援総合事業 ・改善に向けた取組をまとめた農林水産

課]戦略プランのプロジェクトを具体的に推

進するための総合補助金を創設

・地域提案型フリープラン方式及びメニ

ュー選択方式により、ソフト及びハー

ド支援

・補助率：ソフト事業＝１/２以内

ハード事業＝１/３以内

・事業期間：Ｈ２０～２３

65 新規 鳥獣被害緊急対策モ 6,064 ○野生鳥獣による被害を軽減するため、集 農林水産部

[森林整備課]デル事業 落ぐるみでの総合的な取り組みを促進

①集落リーダー養成

・集落ぐるみでの追い払い、放置作物処

理等の取り組みのためのリーダーを養

成

②緩衝帯設置

・サル等の動物の接近抑制及び追い払い

効果向上のため緩衝帯を設置

③事業期間①Ｈ２０～Ｈ２１、②Ｈ２０



(単位:千円)

NO 分類 事 業 名 予 算 額 概 要 部局名

66 水と緑の森づくり事 356,362 ○水と緑の森づくり税を財源とし、県民と 農林水産部

[林業課]業 協働して荒廃森林の「水を育む緑豊かな

森」への再生を促進

［拡充内容］

①森づくり推進事業

・森づくりプロデューサー等のレベルア

ップ事業やボランティア育成のための

森づくり講座の実施

②資源活用実践事業

・市町村が行う市民参加型の森づくりの

取組を支援

・補助率：１/２

③県民再生の森”モデル”事業

・観光地や生活に身近な場所の森林整備

を進め、県民がふれ合える「しまねの

森」を形成

・対象

１０年以上放置された人工林で、２０

年間の長期管理協定を締結した森林

・初回の森林整備費を助成

［事業期間］Ｈ１７～２１

67 種雄牛選抜事業 16,801 ○市場評価の高い しまね和牛 を目指し 農林水産部「 」 、

[農畜産振興能力の高い種雄牛づくりの強化や改良用

課]雌牛の導入を支援（しまね和牛改良強化

対策）

①種雄牛後代検定の拡充

・より高い能力をもった牛を選抜するた

め検定する牛を増加

②基礎雌牛の導入・保留促進

・県内で必要とする系統の雌牛導入・保

留に対する支援（１００千円/頭）

［事業期間 ：Ｈ２０～２２］

68 隠岐空港ジェット便 30,000 ○隠岐空港における大阪ジェット便の運航 地域振興部

[交通対策課]運航推進事業 継続と航空路線の充実を図るため、利用

促進対策を実施

・旅行商品の造成

・ＰＲ対策 等



(単位:千円)

NO 分類 事 業 名 予 算 額 概 要 部局名

69 重点 地域医療を支える医 281,813 ○離島・中山間地域及び産科、小児科等の 健康福祉部

[医療対策課]師確保養成対策事業 特定診療科における深刻な医師不足に対

応するため、医師確保養成対策を実施

①即戦力となる医師の確保

・様々な広報媒体を活用した情報収集を

行い、県外医師との出張面談を行うな

ど、即戦力医師を全国から呼び寄せる

ための専任の医療確保チームによる誘

致活動を実施

・研修後の地域医療機関での勤務を前提

に、県立病院での専門診療科研修を実

施

②地域医療を担う医師の養成

・医学生地域医療奨学金

［貸与枠］ ２０人（うち１０人は島

根大学地域枠推薦）

［貸与額］ 入学金 ２８２千円

月 額 １００千円

［返還免除］卒後貸与期間の３倍の期

間内に、貸与期間と同期間

県内で勤務（うち１／２は

へき地勤務）

・しまね医学生特別奨学金

［貸与枠］ ３人

［貸与額］ 年額１,５００千円（２

年間限度）

［返還免除］初期臨床研修終了後６年

間県内で勤務

・島根大学と連携し、医学生・研修医の

県内定着を促進するため、各種講習会

等を実施

・自治医科大学運営費の負担

［入学者枠］２名→３名（予定）

・自治医科大学卒業医師が産科、小児科

等の不足診療科での就業を希望する場

合、県立病院での研修を実施


